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達成度

評価対象 評 価 項 目 具 体 的 数 値 項 目 自己
評価

外部アン
ケート等

総合

〇Tayo通信や学部だより、学校Webページ等から
「学校の様子がよく分かる」と９０％以上の保護者が
評価している。

小学部主事
中学部主事
情報部

〇学校Webページにおいて、行事や日頃の授業の
様子を月に２回以上アップできるよう、担当や内容
を事前に決めて行うようにする。

〇授業参観や学校行事、PTA活動等に「参加しや
すい」と９０％以上の保護者が評価している。

教務部
渉外部

〇保護者が参加する行事やPTA活動について参加し
やすいように見直す。PTA総会は紙面開催とし、保
護者の負担軽減をねらう。
○学部や専門部会での保護者の意見を集約し、関係
者が参加しやすい学校行事やPTA活動の内容の改善
を行う。

〇個別面談や日頃の相談等の内容に応じて、「適
切に関係機関と連携している」と８０％以上の保護
者が評価している。

小学部主事
中学部主事

〇保護者や放課後等デイサービスからの相談事が
あった際には、相談員と情報共有を行い、必要に応
じて話し合いの場を設けるようにする。

〇交流及び共同学習について、保護者や地域、関
係機関の９０％以上が満足をしている。【継続】

学習指導部
交流係

〇学校間交流では、相手校にて事前に講話を実施
したり、密に情報交換を行ったりしながら、互いに有
意義な交流となるようにする。
〇居住地校交流では、交流の意義を保護者や地
域の学校と共有する。また、事前の打ち合わせを十
分に行い、児童生徒や保護者、相手校の児童生徒
が「良い経験ができた、またやりたい」と思えるように
する。

〇外部の幼児児童生徒等に対する相談で園や学
校に出向いたり、電話や来所による相談に対応した
りして、相談者の９０％以上が有益であったと評価し
ている。（継続）

地域支援部

○案内配布とＨＰ掲示により啓発に努め、迅速に訪
問相談を実施する。必要に応じてその後も情報共
有を継続していく。困難事例に関しては、県の専門
家派遣事業の活用につなげていく。

〇年間６日実施の学校見学、３日実施の学校参観
の受け入れ人数を可能な範囲で増やすとともに、個
別でも学校見学の希望者を受け入れ、９０％以上の
参加者が満足と評価している。

地域支援部
○参観者の好意的な意見等を発信し、学校全体で
参観者を受け入れる雰囲気作りを心がける。

○児童生徒の実態に応じて、学習内容を精選した
り、写真や身振り等の視覚支援ツールを活用したり
するなどして、効果的な指導を行っていると８０％以
上の保護者と職員が評価している。

学習指導部
○授業内容や支援方法などについて、振り返り検討
し、改善していく。また、ＩＣＴ教材を活用し、教材を
共有したり、指導支援方法を共有する。

〇学校いじめ防止基本方針等に基づいた本校の
取り組みが、実際にいじめの未然防止や早期発見・
早期対応につながっていると８０％以上の保護者と
職員が評価している。

生徒指導部

◯いじめ防止対策委員会を定期開催する。必要に
応じて、臨時開催も検討する。
◯学校生活アンケートを各学期に一回実施し、職
員全体で指導支援につなげる。

○児童生徒の目標を達成できるような授業づくりを
行っていると８０％以上の保護者と職員が評価して
いる。

学習指導部
○指導の形態ごとに、個別の指導計画、年間指導
計画に基づき、授業づくりを行う。

○校内研修や各自で受講した研修等を児童生徒
の実態に合わせた教材づくりや指導等の工夫に生
かしていると９０％以上の職員が評価している。

研修部

○校内研修に意欲的に取り組めるように、研修係が
研修を企画し、各係と連携しながら計画的に実施す
る。
○学校として共通のアセスメントツールが使用でき
るよう整備をする。

７　危機管理体制が確立さ
れ、緊急時への備えができ
ていますか。

〇訓練後に課題が明確になり、次回に向けた改善
策が立てられていると感じる職員の割合が８５％以
上である。

安全管理部
〇訓練終了後にアンケートを実施し、課題点を募
集し、それをもとに次回の訓練にいかせる点をまとめ
る。

９　保護者、関係機関との
連携のもとに発達段階に
応じた進路指導を行って
いますか。

○学校は児童生徒の発達段階に応じて関係機関
の情報提供を行いながら、将来の生活に向けた進
路指導を行っていると８５％以上の保護者が評価し
ている。

進路指導部  渉外部

○保護者向けに高等部（高等特別支援学校）の職
員や就労施設の職員による講話を設定したり、進路
通信で情報提供をしたりして、卒業後の生活につい
ての理解を深める機会を設定する。

Ⅴ  将来の生き
方に結びつく進
路指導を行って
いますか。

達成状況の分析 学校関係者評価 次年度の課題

Ⅲ  幼児児童生
徒一人一人の実
態に応じた適切
な指導をしてい
ますか。

４　個に応じたきめ細かな
指導を行っていますか。

５　指導内容の確実な定着
を図る授業が行われてい
ますか。

Ⅳ  健康や安全
の確保に努めて
いますか。

６　健康に関する配慮や対
応を適切に行っています
か。

８　キャリア教育の視点か
ら、指導内容を整理して系
統的な指導を行っていま
すか。

○キャリアパスポートは、自らの学習状況やキャリア
形成を見通したり振り返ったりしながら、自身の変容
や成長を自己評価できるように、有効的に活用され
ていると８５％以上の保護者と職員が評価している。

進路指導部

○キャリアパスポートの作成について、自らの学習
状況やキャリア形成を見通したり振り返ったりしなが
ら、自身の変容や成長を自己評価できるように、児
童生徒の発達段階や生活年齢に応じて作成する。

群 馬 県 立 太 田 特 別 支 援 学 校 学 校 評 価 一 覧 表 （ 令 和 ８ 年 度 版 ）

方　　　　策

Ⅱ  地域の特別
支援に関するセ
ンター的な役割
を果たしていま
すか。

羅 針 盤 点検・評価

Ⅰ　幼児児童生
徒の地域におけ
る豊かな生活の
実現に向けて努
めていますか。

１  保護者、地域、関係機
関に学校の教育活動につ
いて、具体的に伝えていま
すか。

２　保護者、地域、関係機
関との共通理解が深まり、
有効な支援が行われてい
ますか。

３　障害のある幼児児童生
徒の教育について、助言
援助に努めていますか。

○児童生徒一人一人の健康習慣の確立に向けた
支援や対応について、８５％以上の保護者が満足と
評価している。

保健給食部
○生活集中週間に合わせて健康習慣もチェックす
るような取り組みを行う。（食事・睡眠・清潔・排泄な
ど）


